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１．はじめに 

 本工事は，吹田市の浸水対策事業として，吹田市中の島町から片山

町までの区間に，雨水レベルアップ管（内径 φ2,800mm，延長約 2.7km）

を構築するものである（図-1）．雨水レベルアップ管は，泥土圧式シ

ールド工法による一次覆工（鋼製セグメント，外径 φ3,550mm，厚さ

128mm）および二次覆工として鋼製セグメント内部に打設する覆工コ

ンクリートからなる（図-2）．本文は，コンクリートの長距離運搬打

設を伴う二次覆工の施工について報告する． 
 当工事の二次覆工の概要を以下に示す． 
・型枠仕様：φ2,800mm スチールフォーム（図-3） 
・型枠延長：（直線部）9.0m （急曲線部）6.0m 
・コンクリート仕様（当初設計）：24-15-20BB（表-1） 
・コンクリート打設量（設計値）：32.3m3/回 
２．二次覆工の施工上の課題 

当工事では，到達立坑が存在せず，シールドトンネル内の資機

材供給は，発進立坑に限定される．そのため，二次覆工の施工で

は，コンクリートをシールドトンネル内に長距離運搬（最大運搬

距離 2.7km）後，打設を行う必要があった．当工事の二次覆工の

施工における技術的な課題は以下の 2 点であった．  
①施工設備 

 工程確保のため，二次覆工の施工は，型枠の脱型から移動，コ

ンクリート打設を 1 日で行う必要があった．そのため，コンクリ

ートを長距離運搬可能かつ施工サイクルを

満たす施工設備の選定を行った．  
②コンクリート配合 

 本工事では，シールドトンネル内運搬中の

スランプロスにより，打設箇所でのコンクリ

ートの圧送性能が低下することが懸念され

るため，コンクリート性状の経時変化を把握

し，適切な配合を選定する必要があった． 
また，毎日繰り返して打設を行った場合，打設終了から脱型までの養生時間が約 12 時間程度しか確保でき

ないと想定されたため，脱型時に必要となる強度を検討し，それを満足する配合を選定する必要があった． 
３．対策 

①施工設備の選定結果 

 施工設備については，圧送能力を有し，複数台を連結しコンクリートを運搬・打設可能なスクリュークリー 
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図-1 全体工事平面図 

 
図-2 二次覆工概要図 

 
図-3 スチールフォーム概要図 
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トを用いた． 

打設機械の仕様は 3.0m3 スクリュークリー

トとし，施工サイクルを満足するよう，運搬

距離に応じてスクリュークリートの台数およ

び編成について定めた（表-2）． 
②コンクリート配合の変更 

 実施工時のコンクリートの流動性を確保す

るため，スクリュークリートおよびコンクリ

ート配管を用いた実機試験を行い，コンクリ

ートの流動性の経時変化を事前に確認した．

試験では，一定間隔毎にスクリュークリート

にコンクリートを投入し，配管内へ圧送を行

うことで，実施工における 1 回の打設終了後

に配管内に存置されたコンクリートが再度圧

送される状態を模擬し，流動性（スランプ値）

を確認した．試験結果を図-4 に示す．試験結

果から，当初設計配合（スランプ値 15cm）で

は運搬距離が最大となる 2,700m 地点での打

設開始時間である練混から 36 分経過後の圧

送時に配管内の閉塞が発生した．そのため，

配合スランプ値を 21cm に変更した．変更し

たスランプ値に対して再確認した結果，閉塞

は発生しなかった． 
また，二次覆工コンクリートに対して構造

解析を行い，必要な脱型強度を求めた．構造

解析の結果より，必要な脱型強度は 1.0N/mm2

であり，施工サイクルから想定される養生時

間（12 時間）において所定の強度となる配合

を一軸圧縮強度試験により定めた．一軸圧縮

強度試験の結果から，コンクリートの設計基

準強度を当初設計（24N/mm2）から 27N/mm2

に変更した．以上の結果から，コンクリート

仕様を当初設計仕様（24-15-20-BB）から 27-21-20-BB に変更した． 
４.実施工結果 

 実施工における打設箇所でのスランプ値は，実機試験時において配管閉塞を生じたスランプ値（12.5cm）を

下回る事はなく，打設時に配管内の閉塞が発生することは無かった．また，脱型時において強度不足による有

害なクラックが生じることはなかった（写真-1）． 

５.まとめ 

 今回，2km 以上の長距離運搬を伴うシールドトンネルの二次覆工の施工において，適切な施工設備およびコ

ンクリート配合を選定することで，打設時のトラブルを発生させることなく，コンクリートの品質の向上を図

ることができた．今回の施工事例が，今後同様の工事の参考になれば幸いである． 

表-1 コンクリート配合表 

 
 

表-2 打設編成一覧 

 
 

 
図-4 実機試験におけるスランプの経時変化 

 

 
写真-1 二次覆工打設完了箇所全景 
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